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品鉛走 北 ノ 入 里山銀鍍大度 ヨr ') 

位鍍 ') 三互貫宇 J、 ロ5ゴロ
、

一 ジ東花地
百及束 十 屠百 ニ越位閃約ニ 向質

分閃方皮 ニ五位中高亜入走質 J、

ノ 亜 西 ジ十ス 閤分鉛百 リ 斑古、
十鉛急 プ 匁明上 ノ 鍍尺北岩生、
五銭斜走約鈴治新 二 及延西脈代

ナ 一 ス ソ 東ニ ニ 川 合黄長七噴 ノ、
ソ ジ厚殆西万十郡鉛銅ス 十出粘、
ア サ 一 千六頑品鍍此皮ス 板、
石 J、 直走入年海位 ヲ 外ニ鍍岩

英主立 リ 百ノ 村百交二傾版及

及脈ス 南斤後字分 へ｛農耕 J、角、 、
方及主方 ヲ 見長 ノ 宣車ノ _A 該岩、
解支脈 ユ製 ニ棟十石鍍共岩ノ

石脈 ヨ 緩 出係 ニニノ、脈 厚 脈互

ヲ 共 ク 制セ ') ア ナ 石 ア サ ノ 層

ヲ3ー－ 
ニ分ス ') 同 ヲ ヲ 英 ν 五上 － ー、 、 、
へ五岐鎖地四紳 及 ト 寸下 三／

合尺セ 服質十岡 方 モ 乃雨 プ

銀乃 JV 数 J、 ー一 在J埼民 解 主至盤之

品至支候珠年山 石要ー ーー ア
’七 位十脈 ア 羅開茂 ナ ナ 尺沿貫

高尺 ー !} 紀坑住 9 フ 時 ヒ ~ 、
持・ ナ 僚－ ノ ジ坑 ス 一 脹 ブ、
/ ') ア 保 頁ー ノ ス 鍍五胎二、 、
二鍍 ') ノ 岩箇東 鉱石六 ジ 一、 一



’F ー，ー－句

ノ 約 JV 地匁 高’治爾本千茂宮跨刑1
、

急；南其質 ヲ 四四 後鍍尺住 山 リ 岡、
ーー 北 屠 ρ 製千十興 山 内杉街主主：鍍

華主 エス 向主 出 九二療費外 山 道事 山

セ 走蹴 ーー ジ百年常見 ／ 等 J、務 J、
、

ノV ？ ジ片亜九 「－・ ナ l 高 ノ 殆所飛

所 ブ プ 麻鉛十 J、 ク 時原部 ト J、 騨

一 東 北 岩鍍六金明代 ヲ 落匝匿岡
於又 七 系ー斤一治ハ ＇｝~ ア 域域吉、
7 ノ、 十 一 高鉛貫十明成 リ ／ ノ 城、
然西度 γ 五 四 七九 ナ Jア、 此西南郡

ソ 「 東 プ 百百百年 フ 街部西舶
'" x 、 二号花王十四三 サ 道 ヲ 端津

ス 李十 ジ 尚 十 人十井 v 以 主I］鹿町、 、
共セ ア質 三 詩人家 } 東 ミノ 間阿

著ノV 北片悌二匁ノ モ ＿，，其 一 曾、
ジ所々府L 噸千銀有天 一沿 ア 布

~ ア 西岩 ヲ 百千 ニ正 帯道 ソ 村

又封採 ニ四 蹄年
、

モ ') ノ ニ舶及
、

ノ 開iノ、 閃掘 十 百 もノ 間 山鹿津越
J、居南r 片セ 七十 ブ 盛 地問町中、
概 J、 々麻 リ 斤 五 ヨ 大 三ー三 τロど ヨ 国

、
シ甚東岩 蒼貫 ') 一 ジ ケ !) 上、
ア タ ニ石 鉛百事稼 7 原富新

東多急；双 七六業行 蹴長 山川

西ク 制岩 貫十 ヲ セ シ漆市郡
;1.. 

及特ス 等 百三掠 フ プ 山 一 市品、
南 ーー ν ヨ 人匁張 Lノ 高牧通語、 、
北屠 !) 十銅 ジ タ サ土ス 村

向 モ 成 入五明 ソ 二東 JV 一、



十四卒 フ 多北方 セ 鍍現栃 γ 東走

尺十均 v ノ 西 ナ JV 床時洞南部 ') 
つ

乃度三 タ 鍍 ーーー JV ？ ノ よエ 垣部及瑳

歪 西十 JV. 脈急北 ン主於域 一 東糠
一 一一 尺部之斜盛

:;J ナ プ J、J、部岩
百走 ナ 分 与ユ セ 匝

、
ワ JV さE 南花 ーー オ主

--L 9 ソ ，，、 交 JV. ニユ ト 毛 最部 尚 ア 尚ノ、 、
十北 南延叉 毛 ＿，；・、 都 ノ ニ辛 ーー 左包皇王, ヲ 質

尺東方長 v ノ 鍍 ス ー盛 ア 露 プ 斑、 、
｛頃 一 ナ 二北及床ノV 傑 ？ ー 9 出頁岩、 、
斜急 jW 百 ーー ~t －？、大 ニ稼嘗 ..A 岩扮

一 斜東五急六鍍跨I ジ行
、

プ 砂岩

1官 セ 平十耕十塊層 プ セ 示中 岩等

ヒ ノv ~ 尺 セ 度朕 J、約 フ 岡 及 ノ

約鍍 ノ 乃ノV 東 ヲ 之南 JV 鋸 畿岩

七床鍍至花 ？’ ナ ヲ 北栃山 岩脈

百之床戸 同走 ジ切 一 洞 ヨ 之

尺 一 毛 百質 ヲ 南断走坑都 9 ニユ

雇交亦尺瑳北北 ジ ソ ，，、 セ 成沿、
サ叉南傾岩西 ーー プ 東鹿 フ 9 ヒ

十ス ~t 斜服 エ＂＂ 長南方間 v 片 噴

五段 ニコー ー 之念ク ヰヒ ーー ノ タ 府L 出、
尺採長治 ヲ 斜北 ノ 急東ノν 岩 セ

乃鍍 ヨF ヒ 切 セ 五二耕方 J、 ヲ :J 

) 

、
至部塊六断 JV 十匡 ス 約此 不珠、
ー J、朕七 セ 毛’度 ーー ヰヒ竿匝 整羅

十延 ヲ 百 '} ノ 東分方里域 合和、
尺長 ナ 尺採 、 ーー プ 一 ーー 層、
百 シ厚銭外走 リ 傾 ア ジ 被 J、、
ス 子二 北 サ セ 数 ヲ 北斜 9 プ 覆北、 、



茂 セ ノV J、l 大 質 ノ、 山 漆長ニ 地 下而

住． フ 肥銃 部 ナ 共 坑 山 百 ジ質ノ ジ

匿 ν 大 ーー ア ') 一 J、 lli& ニ 7 J、本 プ
、
域厚部採 1) 

、 一束域 十 略珠坑鍍
＿，、 サ J、鍍延ス ｛康漆』、尺 地 羅 J、床

、
最 二 前 セ 長漆 一 山 嘗 乃 層紀栃 ノ
北十 錯 フ 五 山 ジ ノ プ 至 ノ ノ 洞交、
部‘尺本 v 十 坑 ブ 東漆 二 層砂坑叉

ι 乃 錯 タ 尺ー 約約 山 百向岩ノ セ
、

ア 至 中 1) 乃 ノ、 南宇鍍尺 及支 JV

1) 五錆其至本 北 里 山 傾同頁 山 所

嘗 十 及厚二鎚 一 ノ 宗十 ジ岩ユ J、

ア尺奥 サ百及長 山 都ニ ク 一 ジ著

茂 ア 錯ノ、五新ク 腹 ジ沿東 ジ ブ ジ

住 リ 平十鎚東 一 稼 ヒ 西 ア共ク

鍍 都均尺 方 ア 行約 一 数北肥、
山 γ ニ深栴 一 1) セ 百走候東大、
ト 延 四 サ ..A 急；共 フ 尺 1) ノ 1よ］ ジ、
ジ 長十百 JV 斜南 v 厚南石ニ厚

ブ 二尺五二 ジ十栃ナ方英里 サ
f• .. 

稼 十ナ 十 、1IBI 栃五洞約 ニ 脈阿百

行 尺 リ 尺ノ 洞町匡一念 ヲ 曾 二

セ 乃 乃扇 一一 一 域尺斜路布 十
フ 至 J主 至 豆於蛇ノ ナ Jζ 胎村尺

、 、
Lノ 百蛇 七 妹 ケ 腹 北 ヲ 阪ス 下 一 れ" 

、
タ 尺腹百 ヲ ノV 坑 一 採主 ノ 達

応

1) ノ 坑尺ナ 鍍 ア 連ス 鍍脈本ス、
i由 問 一 ノ セ 床 ソ レ’ 部ノ、 一、
ノ 採於部ノV 鍍 ＿，、 一 ア、
山 錨tケ 分肥同床漆 延｛康 9 

、



f!Ji ナ 五脈ニ 尺 J、 一一 ;J;!＼・前 ニ度坑、
ス ;1;!1・ 9 十石急；傾延 ジ ス 者沿西ノ、 、
ース 跡度英容I・ 斜長ア 唯 ヒ ニ鍍
、
焼津 ーー ヲ セ 一 四厚増異約並床
採坑傾件ノv ￥岱五サ谷ニ 百走 J、

錨？ 一 容十 ヒ 大 ヒ 百二坑 ジ五 ジ栃
部於ス 合臨Ir 約尺尺 － ー ア十西洞、 、
＿.；・、 ブ 飯金 居 千傾内於鍍尺甫及

延 J、採銀ニ尺斜外 ブ 脈扉西漆 ｜

長 二鍍方切ナ 一 ナ ノ、 ；吠サ 一 山
二 f庭部鈴 鹿Ir '} 1皆 7 上 ヲ 平急 一
百ノ J、鍍セ ヒ ト 官官 ナ 均斜於

五鍍延ノ フ J主 七ス 一 ジニス ケ
、 、 、

十脈 長鍍 ν 而百~於北 こ 航 ノV

尺共 ニ保共 ジ五採 ブ 十十採
、
傾 一 百 ヲ 跡ア 十鍍 ノ 度尺鍍同
斜北尺合 ヲ 最尺部 、、、 乃ナ 部 一、 、
ーー 四傾有 失 南増 J、 東至 ヲ ノ、 鍍、
沿十斜 ジ J主 端 谷鉛北ニ持延 床

、
ヒ 度 一 北天引坑谷束十 ケ 長 一
百西沿七道立ニ 坑 ユ度 壁 五 麗

尺 一 ヒ 十平 ーー ア 及急西坑十ス、 、
厚走 六 度坑 於 '} 持糾ニ及尺鍍

サ '} 十西 一 ブ ブ ケ ス 走鉛乃床、
五南尺 ーー J、 ..＞、，J、 壁主 9 谷至 三、
寸西厚走 ー 鍍延坑脈西坑二 ア

71 五サ '} f長 脈 長 一 ，，、 南 ノ 百 '} 

至十五南 ノ J、約 ア 各西鍍尺北、
一度六 々 粘南二 '} 一 一 床傾ニ
尺ニ尺西土方千 ブ f康急 J、斜十



大胎達急； ヨ 四治卒十／ 分 ~f 安鍍

ナ ν ジ耕 ク 千二金五卒ノ 銅 へ 石

ノV I也古二Z 成百十鍍£均 「 鎖錨 J、、
品銅 1L石閃鍍居生輝 '} 七五山ナ

塊／ 屠石石斤年 J、 ヲ 位高雀 ニ亜

ヲ 暦 ヲ 安方正 ヲ ノ 高 銀介石川鉛
、

形向貫山岩製霊堂山 両 ノ 異角鉱二

成及 ケ岩 ヲ 出見町 分二極閃及

ミ／ 傾 ノv ,I 爽セ 一 ノ ノ 九鉄石方、 、
二斜安乗有 '} 係東 六鉛菱桁鉛、 、
匝 山 鞍 シ地 ソ 方 二百亜楠~~、
域同岩母屠質直七 銅分鉛石 ヲ

一 ジ脈 ヨ rtJ ＿，、 ーー
、

里 千 ノ jJ.t方主
採ク J、 ') 約主開飛 分四等解、
据約共流東ニ坑 j揮 ノ 九 ヲ石 ジ

セ 東 w~ 出西古セ 閤 - Eli 見及黄、
フ 西域セ ユ生 フ大 五鉛 JV 石銅、
ノZノ ニ狭ノV ジ代 v 野 鈴百而英鍍、 、
事走小屯 ア ノ 同郡 百分 三J ア胤t
務 ') ナ / 南硬四丹 分ノ プ '} 石~E

J、方砂十生
、

所南 リ ノ 十粗露銭

ノ ニ鍍本六岩二川 四乃鎖頭鍍、 、
附傾床鍍十粘年村 十至 ノ 及黄
近斜 J、 山度板 ユ宇 六十平鍍銭

ナ ジ 粘附乃岩 J、諜 亜六均床鍍、 、
ノV 属板近至角銅土 鉛 1'fl1 ノ 磁

本立岩／ 七岩七 － ー 百 ジ 位上硫、
山獄中浜十輝十 ア 持 7 部餓

T~ メ ー谷度線二 '} ノ 和j 銀 ユ錘f、
域 E 紅、 ？ ー ーー 岩高明 四鍍高 J、 ヲ

ー
ザ ー

一



_: 'iV 肥 シ板郡揃石 大 西サ道 レ

丹 ヲ 大走岩安俺英 小 ニ約匿厚ノ、

ヨ 得部向及曇鍍角不走五域サ走

9 へ 七北 角 村山 閃定 リ 十 4 櫛向

同 タ 入五岩島二石ノ 南尺 於 ジ ーー

三詑尺十 ーー 々 ア 等教西ナ 7 ア 沿

月 ご主 ナ 笈 ジ － ー ソア多ニソ ハ五ヒ、、
迄閲 ヲ 東 プ ア － ！輝介急北走ナ三、
品 坑 傾古 ') 

、
ノ、 伴鎖斜六向尺百

六セ ;A 斜 生共信 ジ塊セ 十 ユ乃六
') 

高 ノV 辰商代 一 濃其 一 ;V 皮浩至十
貫 岡 野東 ーー 明国合分 一 束 ヒ 百尺
ヲ 坑 － ー 四ー属治上銅害1J 披 ーー 五 二乃
採 J、於 十 ス 四 伊品，e ス 粘走百 十 至、 、
鍍七 プ 度鍍十那位鍍土 ') 尺尺九、
セ 間 J、 乃床三郡平石等南傾ナ 百
') 乃走至 J、年伊均月断東殺 リ 尺、 、 、
、島宝 向七扇ー那百磁屠 一 ニ事傾
々 十 一 十豆 月 富分硫甚傾沿務制

一 二沿度版頃一村 ノ 餓 タ 斜 ヒ 所 一
於間 ヒ 一 ヲ 開辰二銭多 セ 百 ノ J‘＂＇ロL 
ブ 掘露 ジ成坑野又 二L ク ノド二東 己

....、 進頭 プ ’ジ Jミ 一 J、 ジ共 ー 十 方約、 、
露 ミメ約厚 ブ 地 一 二 プ 一 ノ 尺約六、
． 頭明百ナ角質 J、 ナ 黄鎖粘採五百

ノ 治問普岩 J、 同 ソ 銅床土掘町尺

延四 ヲ 通中硬図 鍍 ヲ
、

~t セ ナ 採

長十追 ー 一 砂南 ス ヲ 却ノ’1 ／ム、 フ ノV 掘
二ニ跡二介岩安 交断十、 ν 北 セ

十年 ス 尺在粘曇 ，、、 シ度厚海 フ、



年九 ノ ＿，，，、 向度成扇高年直 二 石間

ノ 山十結 ニ乃 ν 旦二項井酸 ヲ ア

産鍍入品沿至 JV ｝伏千 ノ 鍍イと採 ソ

出 山 ナ 質 ヒ 七 =f: ヲ 六後 山 満掘 プ

額 J、 ソ ーー 約十 ノ 成百見 J、俺セ 七

僅信 ト ジ十度 ア ジ斤 ニ飛 ヲ ヲ 坑、
一 濃ス プ 尺ニ '} プ ナ係 l邸合鍍 ヲ、 、
七園 鱗傾傾 lift 介 '} ') 固有石関、
百東 朕斜斜床在石岡吉 .A ，，、 ヨf

七筑 ヲ 一 ジ ノ ジ墨二城 硬ニ

十 摩 呈沿厚数母 J、 十郡 i前四

高郡 サ約岩花七坂 俺問ーミノ ヒ
' 

斤生 省：一 一一一ーーー－ 一 一－・4・ モ 尚年 下 鎖掘

ナ 坂 々 十寸層亦質 ヨ 村 － ー 進

') 村 黒尺 ヨ ーー 多片 リ 洞 ジ ジ
、
第 一 雲 乃 リ シ少麻稼 フ 開

一一
ア 母至七 ア ノ 左…ま 司ーT.ア 石坑

紀 !l ' ヲ 五尺北石 ト セ '} 英以

ーー ブ 随十 － ー 二塁互 フ プ ヲ来

属石 件尺膨十 ヲ 居 v 石 随僅

ス 決 3屯 延 縮度合セ 同墨 件 一、
;V ヲ 粗長ス 東有ノV 四 ヲ ジ－・、
厚採 鍍ス而 一一 ジ黒十採 百高

層掘 ノ /lノ ジ走 プ 壁一 掘 分六
ノ ス 卒 モ ブ ') 石母年ス ノ 千、 、
盛明 均 ノ 肥西墨片 ノ 明 七五 四

岩治 品多大北片麻産治 十百
＿，，，、 四 位 シ 部西麻岩出二 内貰、
薄十 百石 J、 四岩中額十 外ノ

ヨF タ子 盤走 十 ト 一
__._ ＿.ニ・ ノ 鍍ー一 r、 r、



熔等古石 ；v 尚賀町積於ノレ飛七 頁

解． ニ城茨ノ 質村附期 ブ 毛 j弾 十 岩

弗1] ＿，、郡岩 、、、 斑岩近粘陶ノ 闘度及

ユ之般 J、 岩井ノ 土器及吉 内砂

使 ヲ 津其 脈戸珠 J、製高城外岩

用焼町分 ア 附羅所建出郡ナ ト

セ ヨF 字布 '?) 近紀在 ノ 町舶 y 互、 、
フ プ 二甚 共ノ 砂之原 ノ 津表層

;v 石 ツ タ ニ英岩 ヲ料西 町 暦 γ 、 、
古双屋康 交 雲 高採ニ方山 4五 プ、
生 ヲ束ク 通安山取供十回 ア 向

層製茂片 不山町 シ用町ニ 9 事十、
中 シ住麻 使岩附 プ ジ灘第厚屠、 、 、
ニ舶同岩 ノ ア近克高村ニ サ ヲ

介 津 郡 1也 1) ノ 碍山字紀五形、
在町坂 E ι 砥花 ヲ町総屠寸戒
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、
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JV ヶ 材ス 9 ニ質建津ニ貫至北、
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ヲ 、 面第 ‘一 落層 附附二 岩伊

二九 合厚下二 モ 消 ノ 中近近 月 井木！、
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尺 ノ ス サ キ 大花層質 展 プ
、

乃存而 ，ス 約寺 ノ、 頁 新 セ ノ、
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百不此 プ 本 ブf ノ ジ 田 谷技

五 明 li'J; J,ij( 1由 背 ブ i由 手
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至 ヰヒ 千 油 ス －・・ 油 斜里占 ブ 於 ジ則 一、
十方 百 田 然 般井 下 一 油 ケ ア 正 敷

、

JL ヨ 四 一 Lノ 一 J、 セ 向 層 ノV ！享 ジ 有了

度 ソ 十 於 ー十 艮 ;V ヒ J、 主 サ ク t 

五南 一一 ケ ごE 五 女子 jJ 進傾要 二平 ノV

ナ 方 石 JV 新石 ナ ま日 zゐ 奈十 ナ 尺 行厚
ソ 一 明 津 ヨ JV ジ 頗 ノV 71 セ サ、
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一 同 十 十 ノ、 本僅 'l受 ナ 尺居尺
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、
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、
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ジ 部慢原注 ノV 嵐 来 替 J主 易制Iノ、
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ノ、 地 ソ ジ岩 ヤ見竪王室語谷磯本 ごE

柔居北 三干 ヲ 南安硬質色 ーー 居直 ノ、
軟ノ 部厚挟西 山 ナ 砂 " 蕗粘域 J、

ナ 最 十有部岩 JV 岩 ナ 出土 ヲ 玉
ソ 上漸 一 Jえ 一 ノ 砂叉 '} ジ層構十、 、 、
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層 一 共 さ／ ::r ク ヨF ノ 砂分官E 庖 ス Xリ、
ノ、 位 厚 安 分 j国挟岩 ヲ 域之 ノV 谷

極ス サ 山 ア 布 ア ;(£ － ー 失内 ヲ 重 回
メ 4、、 ヲ 疋叫王J ソ ミノ リ .A 議 フ 地被要 ノ、 、 、
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本宜 毛 Jミ 双部 ジ凝 ヲ 盤 ヨE ノ ス JV )JI 

、
主主 ノ JV 岩 一 ア 方え 見谷川 最砂岩

一 ーー エモ ノ ノ、 続l質 JV 村細下質石 ス
、

ジ ジ ノ 破鹿：質 ナ 共 片部決 J、

ブ プ 、 片磯柔 ソ 質 T ーー 一 色砂、
崩蹴女u ヨ 層軟砂猫l 破位頁質
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二
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一 一 穂、 一 畿二 一 内 内七 プ 形以 内
上 ジ 掘逢岩 日 位 ーー ノ ート －＇，、 成下 ノ、』J
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、

容十 ヨF 砂上 厚 及 '} 械 ~ シ 共十背科
つ 、

l[ith サ 一 '} サ ツ 機掘 フ 主ー ーー j支斜 角
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、
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紋 径火用 位 ノ 山 一 耳元 ヲ 十 一
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ノv 石 ヲ 火火；rj~ 火国 ヲ 分 山 ノ 大流

カ 英造 山 LIJ 成 山 J.l!J ｛~｝ ヲ l民急； ナ 路
ソ 組 岩岩！員 凝岩 三宅 成 占 出 ナ フ 斯
し

石面 鍍奨 m 双府 レ〆 ，ス L、 物ノV サ ノ

英岩物 ノ 物 岩 ノ ノ、 JV /V ヨ 一 ノv 安11

粗類 ーー i也 ノ よじ 左 i也 ヲ ') 反本 ク

面 ヨ 球直 較 ノ 質 以成 ジ 匝 ナ

疋叫:f ソ 内 － ー 自9 女u ノ、 プ ソ 山 j或 ;v 

類部海 長 ジ 火 ナ ブ 頂 ヲ

5)1] ヨ 時 山 ソ 直比於以

フ、 リ 一 其11 ll];l 接戦 プ プ

v i賞 沈 一 出 或 自句 ノ、 山

J、 :li Z責 亙 l防 ノ、 卒連脊

左 ジ セ ソ ヨ 間 坦脈 モ-
ノ 竪 ノV ア ソ 接 ナ ノ 苅：

女11 岩岩 海 成 一 ソ 著、
ジ 層 v ー 是 ジ 定

ジ ソ 度 レ〆 ~ ノ
、

プ 1票 之 i毎本 エE 方

国 流 ヲ ＊阻 ノ 向
結Z ジ 生 主民 ナ 一
・.t 海 成 一 ヲ シ走、
ノV 底 常 堆構而 しノ

疋ιL王' 一 時 積成 ジ ソ
、

車重 沈 ノ セ Jミ プ 然

積 ；伏 JV JV 山 Lノ

セ 1色 モ j也脈

ムノ、



時岩火 ーー 最 面以

tもま ーー 山 及モ 岩上 三 －·~j ー
一

中 ジ岩ヘ康挫 ノ 撤輝鐙角 斜

ーー ア ノ ソ ヨ？ 二岩諸機石質 e・i 安長

噴 下噴

出 田 出 域等中火輝山山英岩石

シ町時 ヲ ノ 分山石 岩岩 安 類英

プ 以代 占角布岩安及及 山 キ且

直西 ヲ メ 援ノ ノ 山 主主主：岩 面

ーー ニ観 北 岩康交岩集集 疋＇－＇－王' 
、

主L 接 JV 方集 ヨF 雑及塊塊 』 井、

附 逮 ーー 天塊モ セ 4去三、a 左＇% 疋叫:t 一
近 ジ最 城岩ノ JV 集 其

ーー 角 弓三 火及 J、凝塊 角

堆鐙古 山凝 鑓 J}（岩 E設
積岩 期 ノ 方ミ質 岩 疋叫三S玉

質 基岩安 ,' 及セ 一
＇・ ＝ 麗 盤 、ナ 山 甥也疋マノV

モ 主／ .A ヲ ク 疋u王l 万元、
、y
プ ノV 成 ト輝 ＼ 

疋u王' 

ナ 層モ ジ ス 石、
ノV ；伏ノ 其殊安
p、、 ヲ J、 ヨ － ー 山
ク 墨斜 9 援岩、 、
其 セ 長 南質斜

vヒ
上 9 石 方安長 ・ー
、
層恐石 下山石

ーー フ英 田岩石

至 ク 車且 附種英

ノV 時面 Q[, ....、粗



タ J、 ヨp 床 l噴其 山材岩 モ 得ヲ ーー

ノV ジ賓 J、 J、 出 問 岩 J、 ノ 〆、、 以従
寸

モ プ 一 ア 恐 ジ全 l蹟 大共 － ー ジ 7. ヒ
ノ 竿本 JV フ 又ク

、
出部 － ー 底本之岩

島岩 ヲ3 ク 諸火 i時分本 セ 疋包E王J ヲ 機、
松 ノ 石 ソ 此所 山 代本医 ソ J、 被 ノ

し 、
崎 西 ヲ 石時 一 活 岩域之 豆覆大
町竿以英代石雷J ノ 種 ノ ーー 南 ..A サ

ノ ヲ プ 来且 ノ 英 ノ 間 ーー 大 次諸 JV ヲ

南被構面火粗休 ーー 層部 ヨ号 島 援減

東 ヒ 成岩 山面 止 ノ、 セ 局、 プ Fド 質 ジ

大 ブ セ ノ 宙J 岩 セ 稿、 リ ヲ l噴紳 安凝、
峠虞 フ l買力 ノ ;V 長 此 占 出 津 山 灰

F甘 ク JV 出 一 疋，＿.＿王' 呈F 時 よ勾 セ 島岩岩、 、 、
近露輝 一 鯖脈 ア 期 代伊 JV 式質 一
・ー- 出石 ジ 因 ヲ フ 間 ヨ 旦 ノ、根凝近

！貨 ジ 安 ラ ス ）伝 ス ， τ寺 リ 石盤 島双 ケ、
出遠 山 r JV 成 ジ経火 ト 質等岩 ') 、
口 ク 岩 田 モ セ プ ；邑 山都安 ヲ 然
ヲ 天及港 ノ ソ 石 セ 活 ジ 山 構 ノ、 v 、
有城撤 .;:::;. ナ 本英 ジ 官製j 多岩成 ユ？；..

ス 本撹臨 JV 匝． 安 モ ノ 量 － ー ，→ 〆、 易 ~ 

ノV 山 石 、、、 J、、 域 山 ノ 激 ‘ーーー γ JV ーー 色
毛 ヨ 輝｜吃 ジ 内、 岩 、 甚採 プ 岩之 白
ノ ') 石立 妓 ノ 及如 ナ 切 同石 ヲ ク

流安 ニヨt 一 金角 ジ ソ セ ~且玉' ト 匝 ’被
;¥_ 

J、 走 l.IJ 
、

JV 注 及閃然 iン フ 質同 JJIJ 五育
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主来 J、 議 ス ノ UI 石 、 凝質 JV ナ
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ノV 銅側 ノマ種銭銑；t合 セ 鍍 ア j金金、 、
毛 スj'( ニ ノV 類 ニ脈 メ ') 安 ') 等剛、 、
ノ 鉛 J、 少 ジ及 JV 金質之 ヲ 砂

鍍重鎮」
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アノv j＼犬鎖 V 附母 V 麗及朕 V ノケ

クモ又銅ノス i 臆玉 if~ 構鉱｜
、 「

ノ ノ、 事長雨共綿石 用髄密 ~、． 法床、 、
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額産 及原 列等及排及土 ｜味 !l ＊~ i 
つ 、

表 原 ピ油 二九 十上列硯及 列 ｜向原

等油 ツ 及 三部 二九 材火 ジ磁料、
ヲ 及 チ 共 {!!ii ノ、 山 プ ＊~硝
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ヲ ノ ヂI> 油 美 北 析 J、素 材、
知；伏 ニ燈 麗側 ジ表第焼及、
ノV 態於誕i ナ 主 ヲ ニ 製砥、
ノ ヲ プ 軽 )V ノ、 一 m 紀 品材



/I煩飾錬銅艦置 吹カH ＿，、 山鎖倒i 製 資
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本得 一 製醤動；； プ ノV i昆及 山、
一 ,._.,_ 北 γ 式山 J、 タ 宋製牛一 、，
一「 ジ部次 竪及生 ？去鍾t尾
七 壁 プ 焼足鎚iプ及 所鎖

4同 面之 尾吹 v 青 ノ 山、
ヲ ヲ 依 盆；；？去 ツ 化標小

「

｜東 f昌 ，、、、•' リ 山 ニミ 法本坂
」
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類 ノV 愛二 山央 ヲ 同額 四 蛇型 ア 標

ごE 化十 棋室 閉j ヲ 国十 一 鈴 y 本、
ノ ヲ 一 型 ニ 壁 別高 潟等硫
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